






研究目的 

胎児発育遅延の要因を明らかにし,その対策を立案するためには 1)胎児発育遅延の正確な

把握 2)発育遅延要因の解析 3)要因別の対策とが必要であるが,母体・胎児に障害を与える

ことなく胎児発育遅延に関する情報を得ることは容易なことではない。 

臨床的な方法としては①母体の身体諸計測値の分析②超音波断層法による胎児計測とがあ

り,SFDの予知に活用されているが,そのSFD要因の解析については①母体血,羊水の各種検

査成績の分析②nonstess test などの ME 情報,すなわち間接的な胎児情報に頼らざるを得

ないのが現状である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


